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新谷 ２日間の職場体験学習、お疲れ様でした。 

大西・小出 はい。ありがとうございます。 

新谷 今年の京中職場体験は、今までになかった

要素がいっぱい入ってきました。京極町開

基120年の年ということもあって、例え

ば、二人が朝の開館準備をしている時、カ

メラがまわっていましたね。湧学館の職場

体験風景が映像で残ったの、これが初めて

だったりします。 

京極読書新聞 は 

毎月１日発行予定です 

【ブックトーク】 
 

新谷 初めてといえば、小学校への出前図書館と

京中職場体験の日が重なったのも、これが

初めてです。滅多にないチャンスですの

で、南京極小学校の出前図書館にも参加し

てもらいました。 

小出 あんなに近い距離で、しかも少人数に話す

ことはイメージしていなかったので驚きま

した。 

大西 小学校の時にブックトークの学習もやりま

したけれど、その時は話す相手は同学年で

す。９月１５日の出前図書館みたいに、 

１年生から６年生まで全員を前にしてブッ

クトークをしたのは初めてです。でも、新

鮮な感じがしました。 

新谷 ブックトーク以外にも、読み聞かせとかア

ニマシオンとかいろいろな技が図書館には

あるのですけれど、この場合にはこの技と

いったきまりはないんですね。南京極小学

校のように「少人数」「全学年」「昼休み

の１５分」という条件の時には、テーマや

持って行く本にメリハリをつけたブック

トーク主体に話を組み立てますし、逆に、

京極小学校のように「１時間」の授業時間

枠をフルで使えたり、「３０人規模」の１

クラス全員が相手といった場合は、読み聞

かせやアニマシオンの要素をふんだんに取

り入れたブックトークになったりといろい

ろです。生徒ひとりひとりの個性ってもの

もありますしね。 

大西 美月さん（２年） 

小出 紗羅さん（２年） 

京極中学校 職場体験学習 
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【バックヤード】 
 

小出 どうしても、図書館の仕事というと、本の

貸出・返却のカウンターの仕事をイメージ

してしまうのですが、その仕事を成立する

ために裏側であんなにたくさんの仕事をし

ていることに驚きました。 

大西 私も同感です。でも、基本的に、図書館に

届いた新しい本を誰よりも先に手にして、

あれこれ装備をする仕事は本当に楽しいで

す。 

新谷 本が好きな人には、一日中本に囲まれて仕

事ができることは幸せなことですよね。具

体的には、どんな仕事がおもしろかったで

すか。 

小出 ブッカーです。家から持ってきた愛読書の

『粉雪』にブッカー（透明ビニールのブッ

クカバー）をかけることができて、すごく

うれしい。 

新谷 本の修理で、大西さんの持ってきた『ハ

リー・ポッター』シリーズが、本当に模範

的な壊れ方（？）をしていて修理に気合い

が入りましたよ。 

大西 毎日どのくらいの修理本が出るんですか。 

新谷 一日、５～１０冊でしょうか。京極小学校

の朝読書用に常時約千冊の本が団体貸出で

行っていますが、年５回の入替えで前回分

の千冊がどーんと返ってきた時などは100

～150冊くらいの修理本が出ます。 

小出 修理できない本はありますか。 

新谷 破れたり、ページが外れたりした本はなお

せますが、水に濡れたり、コーヒーをこぼ

したりした本はなおせません。そういう時

は、除籍して、古本市に出したりします。 

大西 ３月の古本市には毎年どのくらい本を出す

んですか。 

新谷 古くなったり、汚れたりの除籍本が約500

～600冊。寄贈された本の内、湧学館です

でに湧学館に蔵書に入っている本は寄贈者

の了解をとって古本市の方にまわします。

古くなった雑誌約300冊と合わせて、合計

で約1000冊くらいの本が毎年古本市に出

ているでしょうか。 
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【選書／ブックキャラバン】 
 

大西 私はブックキャラバンの選書に参加できて

うれしかったです。 

新谷 ああ、それもありましたね。普段は『週刊

新刊全点案内』というカタログを使って本

の選定を行っているんですが、年に何回

か、書店が直接本を持ってやってくること

もあるんですね。今回は、そのブックキャ

ラバンと職場体験学習の日も重なりまし

た。こんなことはじつに稀です。 

小出 新しい本にさわって選べるのがいちばんい

いです。 

大西 私も「直感買い」の人なので、本をいくら

でも手にとれるのは本当にうれしいです。 

小出 新しい本は毎回何冊くらい入ってくるんで

すか。 

新谷 毎月150～200冊くらい。年間で約２千

冊の本が増加します。今、湧学館の蔵書数

は約６万９千冊ですが、年内に７万冊台に

入るでしょう。 
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【図書の展示】 
 

新谷 今回は「敬老の日」の特設展示の横に、二

人に「中学生はこれを読め！」というタイ

トルの特設展示をつくってもらったのです

が、思っていたよりもテキパキとつくりあ

げたので感心しました。 

大西 スペースがテーブル１台分と限られていた

ので、本をいっぱい並べられなかったのが

ちょっと残念です。シリーズものの本なん

かはバーンと出したかったけれど。 

新谷 時間ももっとかけられれば…とは思いまし

たね。でも、限られた条件の中で最大限の

効果を追求するというのはどんな仕事でも

共通課題です。限られた時間内で展示「中

学生はこれを読め！」をつくりあげたとい

うところに、二人のセンスや能力があるん

ですよ。 

小出 どうして「中学生」というテーマにしたん

ですか。 

新谷 「青少年の読書離れ」って、それこそ私が

青少年だった時代から言われ続けている問

題ですが、それは本当なのかなぁという思

いが昔からあります。むしろ、今も昔も、

本を読まなくなったのは大人たちではない

かと思うところもあって、「大人たちよ」

という呼びかけをこめて、あえて中学生に

推薦図書コーナーをつくってもらいまし

た。毎年「京中生インタビュー」をやって

いる実感から言っても、中学生が今読んで

いる本にはおもしろい本がいっぱいあると

思います。 


